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【研修プログラムの概要】 

本プログラムは特定非営利活動法人日本歯科放射線学会（以下、日本歯科放射線学会）の認

定医・専門医の取得を目標としています。認定医・専門医を取得するためには日本歯科放射線

学会が認定した研修機関おいて、資格認定に必要な研修を受ける必要があり、当科は研修機関

として認定されています。 

プログラム構成は（1）歯科領域の画像診断と放射線管理のための医療技能を修得させるこ

と、（2）歯科医師からの放射線診療に関する質問等に応じて適切な対応と指示を行うことので

きる能力を養成賦与すること、（3）国民からの歯科領域の放射線診療に関する質問等に応じて

適切な対応と指示を行うことのできる能力を養成賦与することを目的に作成されており、研修

内容には、①顎口腔領域の疾患の画像診断、②診断に必要な画像診断機器に関する知識、③放

射線防護に関する知識と基本的な放射線管理技術、④顎口腔領域の放射線腫瘍学に関する基本

的な知識、の項目が十分含まれています。 

資格取得に必要な年限は、認定医は常勤あるいは非常勤歯科医として2年以上、専門医は常

勤歯科医として5 年以上あるいは週1日以上の非常勤歯科医として8年以上と規定されていま

す。以下に示す研修プログラムに従って研修を履修することにより、資格申請が可能となりま

す。 

 

【研修プログラム】 

 



 

 



【参考資料】 

日本歯科放射線学会 認定医制度施行細則 

 

第１章 総則  

第１条 特定非営利活動法人日本歯科放射線学会認定医制度規則（以下「規則」という）の施行

にあたって，同規則に定められた以外の事項については，この認定医制度細則（以下「細則」

という）に従うもの とする。   

第２章認定医の認定  

第２条 認定医試験を受ける者は，次の各号に定める申請書類に第８条に定める手数料を添え

て，認定委員会に提出しなければならない 。 

（1） 認定医申請書（様式１） 

（2） 履歴書（様式２） 

（3） 歯科医師免許の写し 

（4） 研修証明書（様式３） 

（5） 研修カリキュラム履修記録（様式４） 

（6） 歯科放射線に関する業績目録（様式５） 

（7） 上記の業績を証明できる資料 

（8） 診療実績を証明できる資料 

第３条 認定医試験は筆記試験とする。ただし４条２号に該当する者には、筆記試験に加えて実

地試験を行う。   

第４条 認定医試験を受ける者は以下のいずれかの条件を満たさなければならない。 

（1）研修機関で2年以上の研修を受けた者 

（2）歯科放射線准認定医の資格を有し、同資格を1回以上更新した者 

第５条 認定医試験を受ける者のうち，４条１号に該当する者は，次の診療実績・研修実績・研

究実績を必要とする。 

（1）歯科放射線に関連する学術発表を筆頭演者として1回以上行うこと。あるいは学術論

文を筆頭著者として１編以上発表すること。 

（2）画像診断業務に従事し，読影報告書50例以上を作成し，そのうち，20例以上は筆頭

報告書として報告書を作成すること。 

（3）２号に示した読影報告書には，造影・CT・超音波・MRI・RIなどを20例以上含むこ

と。 

（4）放射線の物理的性質，人体への影響，安全取り扱いと管理技術，及び関連する法令

などの研修を含むこと。 

 

 

 



 

日本歯科放射線学会 専門医制度施行細則 

 

第１章 総則  

第１条 特定非営利活動法人日本歯科放射線学会専門医制度規則（以下「規則」という）の施行

にあたって，同規則に定められた以外の事項については，この専門医制度細則（以下「細則」

という）に従うものとする。 

第２章 専門医の認定  

第２条 専門医試験を受ける者は，次の各号に定める申請書類に第１７条に定める手数料を添え

て，認定委員会に提出しなければならない 。 

（1） 専門医申請書（様式1） 

（2） 履歴書（様式2） 

（3） 歯科医師免許の写し 

（4） 研修証明書（様式3） 

（5） 研修カリキュラム履修記録（様式4） 

（6） 歯科放射線に関する業績目録（様式5） 

（7） 上記の業績を証明できる資料 

（8） 診療実績を証明できる資料 

(9) 専門医機構が定める専門医共通研修受講を証明できる資料 

第３条 専門医試験は下記の項目について認定委員会において合否を判定する。 

1）筆記試験   出題ガイドラインの範囲から多肢選択形式の問題が50問出題される。その正

答率70％以上を合格とする。 

2）実地試験  顎口腔領域疾患2症例について読影報告書を作成する。2名の評価者によって評価

され、の平均点が満点の70％以上を合格とする。 

第４条 専門医試験を受ける者は研修機関で，歯科放射線に関する研修を受けた者で，次の各号

のいずれかに該当しなければならない。 

（1）常勤歯科医として5 年以上研修を受けた者 

（2）週1日以上の非常勤歯科医として8年以上研修を受けた者 

（3）他の専門医資格認定団体によって認定された専門医資格を有する者で常勤歯科医と

して3年以上の研修を受けた者 

（4）他の専門医資格認定団体によって認定された専門医資格を有する者で週1日以上の非

常勤歯科医として5年以上の研修を受けた者 

第５条 専門医試験を受ける者は，次の診療実績・研修実績・研究実績を必要とする。 

（1）歯科放射線に関連する学術発表を筆頭演者として行うこと。 

（2）歯科放射線に関連する研究報告を筆頭または共同著者として学術雑誌に３編以上発

表すること。ただし，「歯科放射線」又は「Oral Radiology」掲載の筆頭著者として



の論文を1編以上含むものとする。「Oral Radiology」掲載論文1編は2編に換算する。 

（３）画像診断業務に従事し，読影報告書200例以上を作成し，そのうち，100例以上は筆

頭報告書として報告書を作成すること。（口腔放射線腫瘍認定医は、外照射治療計

画、小線源治療、放射線治療に関わる口腔管理を症例数として含めることができる） 

（４）歯科専門医機構が定める専門医共通研修を10単位以上履修することを要する。ただ

し移行期間の2022年申請は4単位、2023年度は6単位、2024年度は8単位とする。 


